
 

大阪部会（No.98） 

日 時：  2026年 7月 5日（日）15:00－17:15 

場 所：  同志社大学大阪サテライト 

参加者： 
参加１1名 

【内容要旨】  

 最初の報告は、篠原総一経済教育ネットワーク代表による「シン経済教育の提案」であった。これは、今夏、東

京証券取引所、大阪取引所、慶応大学商学部と共催で開かれる「先生のための「夏休み経済教室」」（東京・大

阪）で基調報告として予定されているものである。すでにこれまで、「なぜ経済教育の見直しが必要か（大阪部会

No.93）」、「みんなが腑に落ちる授業の作り方（大阪部会No.97）」として、篠原氏から経済教育見直しプロジェクト

の経過が報告されてきたが、AIを活用しながら26年春から急速に作業が進められ、具体的な授業案も次々作成

されるようになった。 

経済教室で篠原氏とともに報告する佐藤英司氏（福島大学）からは、10講にわたる授業「社会を動かす４つの

島」が提案されており、部会参加者には48ページにわたる資料が事前に配布された。あわせて新井明氏（筑波大

学付属中学校等）による「教科書見直しプロジェクト：ここまでの到達点と今後の課題」「ＡＩ Claude が指摘する教

科書見直しプロジェクトの問題点」、現場教師やAIからの指摘を受けた修正案、も配布された。 

篠原氏は、これらの資料を使いながら要点を説明し、作成されつつある教材が共通の考え方（「具体→抽象」と

いう学習順序、先生は生徒の思考を交通整理する役割を担う、など）に基づくこと、これらプログラムの最終的な

目標が、経済の概念を覚えることではなく、生徒が「自分は経済社会の参加者だ」という自覚を持つことにある、点

などが強調された。 

河原和之氏（立命館大学他）は、夏休み経済教室においてこのプロジェクトについてのパネルディスカッション

のパネラーの一人として、教材に対してコメントすることが予定されている。本部会においては、「日常の世界から

見方・考え方を育成する“シン経済教育”」と題して、6月末段階までの教材をもとに、コメント内容が報告された。

まず「シン経済教育」の特色を確認し、全体的な感想として、「効率か公正かのジレンマ」という経済学の基本的視

点が各章に示されている点や、「より身近な切り口」や「より深い切り口」の設定が的確、などの評価が述べられ

た。その後、10講すべてに対して各回教材の特徴、導入、展開の適切さ、改善のための助言などが述べられた。 

 

 篠原氏、河原氏の報告に対して、奥田修一郎氏（高野山大学）からは、「シン経済教育」の４基盤（市場経済基

盤、インフラ基盤、人間生活基盤、経済社会基盤）という整理は、小学校で学ぶ「社会の機能」の見方と同じだと

の指摘があった。また、生徒の理解には違いがあるから、いろいろな見方を生かす回がもっとあってよいとの指摘

があった。そして良質な教材であり、現場に広めるための方法を考える必要があるとの意見が出された。 

大塚雅之氏（三国ヶ丘高校）からは、授業イメージがわいた、全部を実施しなくても回を選んで授業ができそう、

例や発問はそのまま使えるとの評価があった。李洪俊氏（矢田南中学校）からは、資料やデータを読み込む活動

型が少ないような印象が述べられ、篠原氏からはデータを使うように改良することは可能との回答があった。 

 

 経済教育ネットワーク大阪部会は、今回をもって休会することになりました。       （文責：野間敏克） 

 
 

 


